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と抗酸化力（BAP 値）の測定を行った。研究期間は 2012 年 10 月から 2014 年 8 月であった。試料採取
時期は縦断的に行い、妊娠後期（妊娠 33 週から 39 週）、分娩第 1 期、分娩第 3・4 期の計 3 回実施した。
採取した試料は、研究協力施設の検査室で遠心分離し、取り出した血清を用いて、72 時間以内にフリー
ラジカル解析装置 FREE（Diacron 社製、輸入元 WISMERLL 社）を用いて、酸化ストレス度の測定に
d-ROMs テスト（Reactive Oxygen Metabolites；d-ROMs test）（Diacron 社製）、抗酸化力の測定に BAP





 研究の同意を得られた 153 名のうち、帝王切開、妊娠合併症の発症や試料採取不足、調査票の不備な
どを除いた者のうち、分娩第 1 期かつ分娩第 3・4 期に試料採取をすることのできた 88 名を分析対象と
した。 
1）分娩期における酸化ストレス度および抗酸化力の推移 
分娩第 1 期の酸化ストレス度（d-ROMs 値）は平均 716.1±125.9U.CARR、抗酸化力（BAP 値）は平
均 1810.3±322.5µM、分娩第 3・4 期の酸化ストレス度（d-ROMs 値）は平均 722.1±129.2U.CARR、
抗酸化力（BAP 値）は平均 1838.0±376.6µM であり、分娩第 1 期と分娩第 3・4 期の酸化ストレス度お
よび抗酸化力に有意差は認められなかった。 
2）分娩期における酸化ストレス度と抗酸化力への影響因子 
































 20 から 25 歳までの女性で、普段の月経が 25 から 38 日周期であり月経不順でない女性を対象に血液
を採取して、酸化ストレス度（d-ROMs 値）と抗酸化力（BAP 値）の測定を行った。研究期間は 2015
年 7 月から 2015 年 9 月、2016 年 5 月から 2016 年 8 月であった。試料採取時期は縦断的に行い、1 回





 研究の同意を得られた 75 名のうち、データの不備があった者、月経持続日数が短い者、酸化ストレス
度や抗酸化力に影響があると考えられる向精神薬、抗うつ薬、ホルモン剤服用者などを除いた 61 名を選
択し、更に試料採取時期 2 回目を確実に黄体期で得られた 31 名を分析対象とした。 
 1）若い女性の酸化ストレス度および抗酸化力の推移 
卵胞期の酸化ストレス度（d-ROMs 値）は平均 319.9±57.9U.CARR、抗酸化力（BAP 値）は平均 2029.2


























心理的ストレスは健康な 20 から 25 歳の女性においては影響がないことが示唆された。 
 
Ⅳ．妊娠・出産を控える女性に必要とされる健康教育プログラム開発に向けたその内容の抽出 























 20 から 25 歳の若い女性における酸化ストレス度および抗酸化力の平均値は、新知見である。女性の
月経周期に合わせて卵胞期と黄体期に分けて酸化ストレス度と抗酸化力の推移を探った結果、月経周期
による酸化ストレス度および抗酸化力に有意差はなく、月経周期自体に酸化ストレス度および抗酸化力
は関係がないことが示唆された。 
 妊娠・出産を控える女性に必要とされる健康教育の内容は、一般的にも望ましいとされることを抽出
した結果となった。酸化ストレスや抗酸化力の視点からみた場合においてもその内容を再度抽出できた
ことは、客観的に強調し得る内容と示唆できる。 
以上より、本論文は、本学学位規定に定める博士（看護学）の学位を授与することに値する者であり、申請者は
看護学における研究活動を自立して行うことに必要な高度な研究能力と豊かな学識を有すると認め、論文審査
および最終試験に合格と判定した。 
 
